
取り巻く環境や描く将来像に合わせて、職員は3C（チャレンジ・
チェンジ・コミュニケーション）の視点を持って、生産性の向上を
常に意識し、不断の改革・改善を実行するため、第7次行財政改革推

進計画（行革推進プラン）を策定し、取組みを進めます

スマート自治体への転換
～未来志向の自治体経営 スリムからスマートへ～

佐世保市 行革推進プラン2022-2027

策定
趣旨

目指す
姿

基本
目標

２ 計画の範囲

第６次行革計画(後期)
[包括的な計画] 他計画や定着した取組の継続実施

H29～R3（5年間） R4～R９（６年間）

【第６次行革計画の範囲内と
してた計画等】
・中期財政ビジョン
・西九州させぼ広域都市圏
ビジョン
・ICT戦略
・人材育成基本方針
・補助金等ガイドライン など

【行革推進プランの範囲とする計画等】
・DX戦略
・人材育成基本方針
【第７次行革計画と連携する計画等】
・中期財政ビジョン

３ 計画の構成

☞人口減少、少子高齢化等による市税の減少、社会保障関係費や公共
施設更新費用の増

☞国・地方の急速なデジタル化の進展
☞新型コロナウイルス対応（ニューノーマルへの転換）

第７次行革計画（行革推進ﾌﾟﾗﾝ）
[新規・拡充の取組等]

アクションプラン

第６次行財政改革推進計画（後期プラン）

⇒他の個別計画等を含む行革全般の取組を網羅した包括的な計画
｢第7次行財政改革推進計画｣（行革推進プラン）

⇒他の個別計画等との重複を一定整理し、全庁横断的に実施すべき新たな
取組や拡充する取組を重点的に推進

策定の趣旨、取組の方向性等を示した「行革推進プラン」と、具体的な取組
内容を示した「アクションプラン」の２層で構成

行革推進ﾌﾟﾗﾝ

R4 R5 R6 R7 R8 R9

後期アクションプラン
【３年】

《R7～R9年度》

前期アクションプラン
【３年】

《R4～R6年度》

行革推進プラン【６年】

《R4～R9年度》

４ 行革推進プランの体系と取組効果

3の
基本方針

9の
方向性

目指す姿

現状

行政管理機能の高質化を図ることで人口減少下や時代の変革期においても
市民サービスの質を向上させ、行政サービスを持続的に提供できる自治体へ

✔職員の働きがいを高め、職員がいきいきと働きイノベーションを創出できる職場風土を醸成する

✔デジタル技術の活用やBPR（業務プロセスの見直し）を進め、仕事のやり方を見直す

✔職員でなければできない、より価値のある業務に注力できる環境を構築し、生産性を向上させる

基本
方針

方向性 主な取組内容

業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

改

革

(1)行政経営ｻｲｸﾙの
確立

〇政策・施策体系に合わせた組織・機構
の見直し
〇部局横断プロジェクトチームの制度化

(2)行政のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化
等による業務変革

〇DX戦略に基づく行政経営分野の取組
（事務作業の削減・省力化など）
〇庁内共通事務の標準ルール運用

(3)官民共創の推進 〇PPP/PFI対象案件の可視化
〇民間事業者からの提案制度構築

組
織
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

改

革

(1)組織・人材の
活性化

〇人材の活性化に資する人事制度（ジョブ
ローテーション・庁内公募制度）の導入
〇改善提案制度の導入

(2)内部統制の整備 〇内部統制制度の機能強化

(3)ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ
の推進

〇勤務時間の適正な管理に向けた取組の
推進
〇男性の育児休業の取得促進

(4)組織・機構見直し、
定員管理

〇業務状況調査（既存の人員配分を検
証し、最適化を図る）
〇正規・非正規職員の役割整理

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

改

革

(1)多様な財政手法
の導入（推進）

〇ふるさと納税型クラウドファンディングの
導入
〇予算執行状況調査の実施

(2)ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
の推進

〇公共施設の包括的民間委託の導入
〇集中管理による公用車の共用化・台数
の適正化

概要版

前期アクションプランに定める
49の取組

目指す姿
スマート
自治体へ
の転換

△ 4.6 △ 4.5△ 3.7△ 2.9

△ 3.7
△ 8.3

△ 12.8△ 16.5
△ 19.4

△ 34.0

△ 84.5

△ 130.3

△ 164.2

△ 186.9△ 200億円

△ 180億円

△ 160億円

△ 140億円

△ 120億円

△ 100億円

△ 80億円

△ 60億円

△ 40億円

△ 20億円

0

R4 R5 R6 R7 R8

財政計画（概算）

単年度収支額

累積収支額

第6次行革取組前の累積収支額

第6次行革計画
取組の継続効果

取組効果額
（第6次行革計画継続+本ﾌﾟﾗﾝ）

第6次行革と本プランの取組により
累積収支不足額を上回る効果額を創出

本プランの取
組効果

行革推進プランの取組
組織の肉体改造！筋肉質な組織へ

１ 本市を取り巻く環境の変化

第6次計画の取組
によるスリム化

①改革・改善に取組む風土があると感じる割合目標 100％
②標準財政規模に対する人件費の割合 目標 1/3以下
（職員107人の減員を見込む）

③プランの取組による効果額 目標 26.7億円


